
今
泉
雄
作
の

〔？〕

〔作

古
学
ヲ
ス
ル
法
、
（
第
一
期
）
神
代
餘
興
期
、
食
器
（
古
陶
器
）
、
陶
器
製
衣

の
誤
記
か
〕

法
、
縄
紋
土
器
ノ
内

貝
塚
土
器
、
古
蝦
夷
土
器
、
無
紋
土
器
、
波
紋
士
器
、
備
前

焼
、
陶
器
二
薬
ヲ
カ
ヶ
始
メ
、
日
本
陶
器
古
代
名
称
、
古
代
食
器
ノ
形
状
、

異
形
陶
器
、
糸
切
法
、
採
捕
器
石
ノ
道
具
、
古
代
矢
、
衣
服
、
古
代
衣
服
種

類
、
装
飾
美
豆
羅
、
窒
、
櫛
、
耳
輪
、
頭
玉
、
手
玉
、
装
飾
器
具
、
茶
臼
石
、
曲
玉
、

曲
玉
材
料
、
竹
玉
、
通
常
家
屋
、
穴
玉
、

金
環
、
木
造
家
屋
、

石
穴
、

建
築

「
歴
史
及
び
古
物
学
」
講
義

創
立
当
初
の
学
科
目
中
に
あ
っ
た
「
歴
史
及
び
古
物
学
」
は
「
本
邦
歴

史
中
風
俗
故
宜
ノ
大
意
及
東
洋
二
於
ケ
ル
古
物
學
ノ
要
ヲ
講
授
ス
」
（
『東

京
美
術
学
校
一
覧
鰭
蜘
緬
豆
罪
儲
』）
と
い
う
趣
旨
の
科
目
で
、
絵
画
科
と
彫

刻
科
の
第
一
、
二
年
で
週
二
時
版
習
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
担
当
者

は
今
泉
雄
作
で
、
明
治
二
十
五
年
に
至
り
、
こ
の
科
目
は
「
考
古
学
」
と

改
称
さ
れ
、
川
崎
千
虎
に
引
き
継
が
れ
た
。
今
泉
の
購
義
は
管
紀
一
郎
の

筆
記
ノ
ー

ト
に
よ
っ
て
そ
の
概
要
が
わ
か
る
。
こ
の
ノ
ー
ト
は
表
紙
と
最

初
の
部
分
を
欠
い
て
い
る
が
、
記
述
内
容
等
か
ら
判
断
し
て
明
治
二
十
四

年
九
月
以
降
翌
年
四
月
ご
ろ
ま
で
の
問
の
今
泉
の
諧
義
を
筆
記
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
第
八
回
（
十
二
月
一
日
）
か
ら
第
十
九
回
（
四
月
十
九
日
）

ま
で
の
講
義
が
毛
筆
で
丁
寧
に
筆
記
さ
れ
て
お
り
、
図
も
多
い
。
ま
た
、

行
の
「
美
術
学
校
諧
義
筆
記
雑
草
稲
」
と
題
す
る
ノ
ー

ト
に
は
右
講
義
の

内
容
項
目
の
み
記
し
た
箇
所
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
講
義
全
体

の
概
要
を
把
握
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
左
記
は
そ
の
項
目
で
あ
る
。

「
考
古
学
」
講
義

場
し
た
「
考
古
学
」
は
各
科
第
一
年
の
股
習
科
目
で
、
担
当
者
は

川

崎

千

虎

明
治
二
十
五
年
の
規
則
改
正
に
よ
り
「
歴
史
及
び
古
物
学
」
に
代
わ
っ
て
登

川
崎
千
虎
の

い
る
。

輩
的
に
み
て
短
期
問
の
筆
記
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

毛
筆
で
記
さ
れ
て
お
り
、
前
半
は
甲
胄
の
種
類
、
各
部
分
、
変
漑
等
の
、
後
半

は
烏
帽
子
、
直
垂
、
水
干
、
素
抱
、
刀
等
の
解
説
で
、
多
く
の
図
が
含
ま
れ
て

T
年
彫
金
科
卒
）
の
致
品
中
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
、

筆
記
年
代
は
不
明
。

講
述
」

と
題
す
る
ノ
ー
ト
が
現
存
す
る
。

こ
れ
は
前
出
山
本
正
三
郎
（
明
治

な
お
、
今
泉
の
講
義
に
関
し
て
言
え
ば
、
別
に
「
考
古
学
筆
記
今
泉
先
生

倉
、
垣
、
喪
屋
、
小
屋
、
衣^
、
枕
、
公
衆
家
歴
、

宗
教
家
屋
、

防
禦
家
屋
、
塚

砥
家
屋
土
骰
頭
、
瓢
単
塚
、
硲
ノ
外
ノ
製
作
、
殖
輪
、
神
戸
千
坪
塚
、
家
屋
作
製

器
具
、
道
路
、
舟
柄
、
牛
馬
具
、
兵
器
、
防
禦
器
具
甲
、
甲
目
防
、
析
、
訓

戦
器
具
田
斧
、
弓
、
矢
根
石
、
刀
蛎
、
古
那
、
矛
、
矛
梨
作
法
、
銅
器
、
矛
ノ
種

フ
ト

マ
ニ

類
、
紐
小
刀
、
矢
、
靭
、
靱
、
刑
罰
、
宗
教
、
大
占
、
（第
二
期
・
三
韓
交
通
期
）
、

飲
食
器
、
衣
服
、
装
飾
衣
服
、
家
屋
、
宗
教
家
屋
、
家
屋
、
塚
磁
家
屋
、
道

路
、
船
車
、
牛
馬
具
、
闘
戦
防
禦
器
具
弩
、
弓
、
大
刀
、
刑
罰
、
宗
教
、
度

茄
、
技
芸
、
形
相
技
、
印
、
声
音
器
、
三
韓
二
擬
ス
ル
期

跡
な
ど
に
基
づ
き
、
右
の
各
項
目
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
集
古
十
種
』
お
よ
び
帝
国
博
物
館
、
正
倉
院
、
古
社
寺
、
諸
家
の
蔵
品
、
遺

菅
の
ノ
ー
ト
に
よ
れ
ば
今
泉
は
記
紀
を
は
じ
め
と
す
る
和
漠
の
古
文
献
や
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